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丹波市民にしか与えられていない

丹波市長・市議会議員選挙の「選

挙権」。市政に参加できるよい機会

だと思い、私も丹波市民としての

自覚を持ち、選挙へ足を運びたい

と思います。

石塚大貴（山南地域・20 代）

今回 11 名が新人議員とフレッシュな議会に様変わりしました。議会への期待も大きいと思います。議会が一つになり「市民の目線で」課題解決も含め、丹波市の将来を見据えた建設的な議論の場となることを期待します。

田口勝彦（柏原地域・60 代）

選挙にはまだ一度しか行ったこと

がありません。それに、その投票

した時も、何も考えずに、何も分

からないまま投票をしていました。

もちろん、現在も選挙の重要性が

分かっていないので、これを機に

学び直します。

大地宏明（山南地域・20 代）

新市議会議員さんには、市民と距離

が近くわかりやすい行政を心がけて

いただき、市民と一緒に、田舎だけ

ど魅力ある丹波市をめざしてほしい

です。住み続けたい丹波市！自慢し

たい丹波市！を期待します。

済木美穂（春日地域・４0 代）

普段私たちに縁のない議会。今回、

新人の方が多く当選されたのを機

会に、住民ファーストの分りやす

い情報や決定事項の提供を希望し

ます。私たち一人ひとりが議会に

関心を持つ事はもちろん大切です。

議員の皆様よろしく！

小寺登代子（青垣地域・60 代）

行政改革大綱では毎年度 2 億円の行革効果が必要とか、第３次行革プランでは平成 36 年度まで累計赤字が40 億円余り見込まれています。議会は研鑚と協議を重ねプランの検証を行い、安定した行財政運営に取り組んでほしい。

藤田敏雄（市島地域・60 代）

大学卒業後、地元就職を強く希望

する若者も多くおります。彼らが

活躍できる場をもっと増やし戻っ

て来やすい丹波市にして欲しいと

思います。次の丹波市を担う若者

たちの声を、もっと聞いてやって

欲しいと思います。

坂上具子（氷上地域・40 代）

テ
ー マ 「 第 4 期 丹 波 市 議 会 に 期 待 す る こ と 」
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20
人
の
丹
波
市
議
会
議
員

で
「
Ｔ
Ｍ
Ｇ
20
」。
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
号
か
ら
、
新
し
い
編
集

体
制
に
な
り
ま
し
た
。
市
民

目
線
を
忘
れ
ず
、
議
会
へ
の

窓
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

市
議
会
な
ら
で
は
の
魅
力
や

た
の
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
取
材
の
た

め
に
み
な
さ
ん
の
も
と
に
出

か
け
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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市
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会
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11
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
選
出
さ

れ
、
12
月
５
日
の
本
会
議
か
ら
第
4
期
市

議
会
議
員
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。　

　
初
議
会
と
な
っ
た
12
月
定
例
会
で
は
、

一
般
質
問
に
７
人
の
新
人
議
員
を
含
む
15

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
常
任
委
員
会
で
も

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
で
、
市
議
会
に
対
す
る
市

民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
も
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、常
に
探
究
心
を
持
ち
続
け
、

「
丹
波
ク
ラ
ブ
」「
公
明
党
」「
日
本
共
産

党
議
員
団
」「
新
風
ク
ラ
ブ
」
と
新
人
議

員
10
人
に
よ
る
「
丹
新
会
と
維
新
」、
こ

の
５
つ
の
会
派
が
知
恵
を
絞
り
互
い
に
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
議
会
の
活
性
化

と
さ
ら
な
る
議
会
改
革
、
丹
波
市
の
発
展

を
め
ざ
し
て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
初
議
会
を
終
え
た
今
、
市
議
会
議
員
と

し
て
成
し
遂
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
責

務
の
大
き
さ
を
、
議
員
一
同
改
め
て
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
行
政
（
市
長
）

と
と
も
に
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市

議
会
と
し
て
、「
丹
波
市
議
会
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分

果
た
す
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

職
員
、
議
員
相
互
の
さ
ま
ざ
ま
な
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

政
策
立
案
や
提
言
を
行
い
、
み
な
さ
ん
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
市
議
会

に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
議

会
を
「
知
る
」
こ
と
で
そ
の
魅
力
や
愉
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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議会運営員会

各会派から選出された議員が、市議会

の運営方法などについて協議します。

委  員  長　　林　　時彦　

副委員長　　山名　隆衛　

委　　員　　小橋　昭彦　大西ひろ美

　　　　　　藤原　　悟　西本　嘉宏

　　　　　　垣内　廣明

議会報編集委員会
企画や原稿の作成、原稿依頼や校正

作業などを行い、定例会の翌月 20

日に議会だよりを発行します。

① 下手なゴルフ

② 自動車整備士

③ 初心を忘れず市

民の声をしっかり

聴き市政に反映さ

せたい。

総務

教育や地域づくり、総合計画、財政、
復興推進などについて調査・研究しま
す。［所管］復興推進部、入札検査部、
企画総務部、まちづくり部、財務部、
教育委員会、議会事務局、会計課、監
査委員事務局

正

民生

地域医療、保健福祉、環境、消防など
について調査・研究します。［所管］生
活環境部、福祉部、健康部、消防本部

産業建設

農林業、道路・橋梁、水道などにつ
いて調査・研究します。

［所管］産業経済部、建設部、水道部

正

副
太 田 一 誠 （おおた いっせい）
青垣町小倉（55) 新風クラブ ②

山 名 隆 衛 （やまな たかえい）
市島町市島（59）丹新会と維新 ①

大 西 ひ ろ 美 （おおにし ひろみ）
氷上町柿柴（54）丹新会と維新 ①

谷 水 雄 一 （たにみず ゆういち）
氷上町賀茂（39）丹新会と維新 ①

近 藤 憲 生 （こんどう のりお）
春日町棚原（55）丹新会と維新 ①

吉 積 　 毅 （よしづみ つよし）
氷上町成松（53）丹新会と維新 ①

前 川 豊 市 （まえかわ とよいち）
柏原町柏原（70）丹波クラブ ④

奥 村 正 行 （おくむら まさゆき）
氷上町石生（65）丹波クラブ ④

須 原 弥 生 （すはら やよい）
市島町下竹田（54）公明党 ①

西 脇 秀 隆 （にしわき ひでたか）
山南町和田（66）日本共産党議員団 ②

副

藤 原 　 悟 （ふじわら さとる）
山南町谷川（65) 公明党 ③

垣 内 廣 明 （かきうち ひろあき）
山南町池谷（68) 新風クラブ ③

西 本 嘉 宏 （にしもと よしひろ）
春日町東中（69）日本共産党議員団 ④

広 田 ま ゆ み （ひろた まゆみ）
柏原町柏原（61）丹新会と維新 ①

渡 辺 秀 幸 （わたなべ ひでゆき）
市島町下竹田（64）丹新会と維新 ①

大 嶋 恵 子 （おおしま けいこ）
山南町梶（61）丹新会と維新 ①

小 川 庄 策 （おがわ しょうさく）
青垣町西芦田（49）丹新会と維新 ①

小 橋 昭 彦 （こばし あきひこ）
春日町中山（51）丹新会と維新 ①

林 　 時 彦 （はやし ときひこ）
春日町野上野（62）丹波クラブ ③

正

委  員  長　小橋　昭彦

副委員長　大西ひろ美

委　　員　渡辺　秀幸　大嶋　恵子

　　　　　広田まゆみ　西脇　秀隆

［議会選出監査委員］

副

副議長

[ 掲載項目 ] ① 趣味・得意なこと　② 子どものころの夢　③ 市議会議員としての抱負　※会派名の横は当選回数

は委員長、 は副委員長　※議席順（年齢は 12 月 5 日現在）正 副

議長を除く 19 人の議員は、「総務常任委員会」「民生常任委員会」「産業建設常任委員会」の

いずれかの委員会に所属しています。今回は、各常任委員会に所属する議員を紹介します。

市　会議員 ってどんな人　　？

次ページにつづく

① 茶道（裏千家）・

華道（未生流）・ドッ

グスポーツ　② 看護

師（お陰様で叶いま

した）③女性の視点

を大切に長年医療に

携わってきた経験を

活かします

①  3 ヶ月に１回程

度のゴルフ、人の話

を聞いて調整する事　

②船の専門学校へ行

き外国航路の船長に

なりたい。③ 生涯住

み続けたいと思う生

活環境を整備する事

業を推進します

①スポーツ・音楽・

子どもと楽しく遊ぶ

こと　②大工さん・

教師　③「命の大切

さ」をテーマに、地

域協働社会で見える

化します。

① 人とお話するこ

と、　音楽、ミュー

ジカル、スポーツす

ることなど　② 保

育士・幼稚園の先生　

③ フットワークを軽

く、多くの市民と関

わり生の声を聞くこ

と。

① 音楽、薪割り、カ

ヌー ② どさ回りの

役者 ③ 地域力再生

を謳った私は、今後、

市政一貫努力あるの

みです。

① 将棋、スポーツ観

戦②医師、学校の先

生 ③ 市議会選挙で

掲げたことを実行。　　　

議会改革（機能強化）

推進。

① 読書、テニス （軟

式は６年間、硬式は

楽しむ程度）② 小

学校の図書室の先生　

③ 丹（まごころ）溢

れる丹波市をめざして

全力でがんばります！　

① スポーツ観戦 ( 特

にアメフト・テニス・

フィギュアスケート )

② スチュワーデス 

( 現 CA) ③ だれもが

お互いに尊重し合い

成長するまちをめざ

します

① 旅行、食べるこ

と　② 宇宙飛行士 

③ 皆様のお話を

じっくりと聞き若

者らしい行動力で

活動します。

① 農作業

② プロ野球選手

③ 知識は高く、玄関

の敷居は低く、市民

の期待に応えられる

議員

① ス ポ ー ツ・ レ ク

リェーションゲーム

（若いとき）　② 忘れ

ました　③ 行政と議

① 読書、映画鑑賞

②小説家　③市民、

職員のみなさんが

共に挑戦できる市

政を実現します。

① キャンプ・スキー・

モトクロスなどアウ

トドア全般。②町の

電気屋さん　③市民

目線で感じ、伝え、

提案し行動する議員

をめざします。

① ツーリング、空

手　② 土木技師

③ 安心・安全で活

力あるまちづくり

①  スポーツ観戦

 　ソフトテニス　

② お菓子屋さん、科

学者、教師　③ 市民

の声が反映される市

政・議会をめざしが

んばります。

①ツーリング（愛車

ス ズ キ・ サ ベ ー ジ

400 単気筒）②駄

菓子屋さん　③　 未

来へつなぐ「ペイ・

フォワード」なまち

づくりへ。 

① 映画鑑賞

② 事件記者

③ 市民の願いを届け

希望の持てる丹波市

をめざしてがんばり

ます

① スポーツ鑑賞・

人の名前を覚える

こと②スポーツ選手　

③市民全体の利益を

考え、是々非々で活

動します。

① 料理（得意料理は

ブリ大根、カツオのた

たき、だし巻き玉子）、

山登り、音楽（合唱団

メイプル所属）②科

学者　③何事にも

是々非々で議論す

る日本一の議会を

めざします。

会の経験を生かし、

市民の声を届ける

議会活動。

会派：議会内で結成された同じ主義主張を持つ 2 名以上の議員のグループ。

第
4
期
発
進
！

市
議
会
議
員
っ
て

 

ど  

ん  

な  

人  

？

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

初  

　 

議
　   

会

 

12
月
定
例
会

審   

議   

結   

果

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

政
務
活
動
費
公
開

お   

知  

ら   

せ

議 「今度の議員さ

んってどんな人か

な？」の疑問に

お答えします。

太田喜一郎 （おおた きいちろう）
氷上町西中（64) 新風クラブ ④

議長

氷上多可衛生事務組合議会議員（各地域から 1 名）：小川庄策、広田まゆみ、林　時彦、奥村正行、須原弥生、西脇秀隆

常任委員会常任委員会常任委員会
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DOCUMENT議会では　　　　　が起こっている ?!

な
る

ほ
ど

一般質問
追加議案の提案
委員会付託

一般質問
採決（追加議案）

当
選
証
書
の
交
付

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票

開
票
作
業
は
午
後
９
時
15
分
か
ら
行

わ
れ
、
20
人
の
当
選
者
が
確
定
し
た

の
は
深
夜
０
時
25
分
で
し
た
。本

会
議
①　

開
会

議
員
総
会

議
長
候
補
者
演
説

本
会
議
②　

議
長
選
挙

本
会
議
③　

副
議
長
選
挙

会
派
代
表
者
会

議
席
順
や
議
員
控
室
の
配
置
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど

本
会
議
④　

議
席
の
決
定
・
移
動

各
常
任
委
員
会

正
副
委
員
長
や
議
会
報
編
集
委
員
の
選
任

会
派
代
表
者
会

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

本
会
議
⑤　

常
任
委
員
長
の
報
告
や
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど

議
会
運
営
委
員
会

正
副
委
員
長
や
会
期
、
代
表
質

問
の
発
言
順
な
ど

本
会
議
⑥

議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
と
会
期
の
決
定

議
員
総
会

監
査
委
員
の
推
薦

議
会
報
編
集
委
員
会

正
副
委
員
長
の
決
定

19　　　　　18　　　　　　17　　　　　16　　　　　12　　　10　　　　　  28　　　　　 27　　　　　　26　　　　　22　21　20　 　　　19　　　　　14　　　　　13　　　　　8　　　　　　　　　　　　  5　 　　 24　21　　　　　　  20

新
任
議
員
研
修
会
（
３
日
間
）

第
4
期
議
員
打
合
せ
会

11 月12月1月

議会運営委員会議員総会
民生・産業建
設常任委員会

一般質問

閉　

会
議会運営
委員会議会運営委員会 各常任委員会

補正予算特別委員会

議案の質疑
委員会付託

付託議案の審査
所管事務調査
現地調査

審査報告・採決
追加議案の提案

議員総会 議会運営委員会
民生常任
委員会

所信表明
議案提案

議会運営
委員会

民生常任
委員会

民生常任
委員会

12
月
定
例
会
が
開
会

産建・民生・総務 本会議
２日目

本会議
３日目

本会議
４日目

本会議
5 日目

本会議
６日目

本会議
７日目

Ａ

延びた「会期」大雪の影響で、当初予定してい
た一般質問の日程を変更し、急
きょ会期を一日延長しました。
天候により会期が延長されたの
は、丹波市議会としては初めて
のことでした。

ココはだれの席？

議長のトナリの人はお休み？

ここは、委員長が審査報告をした

後、質疑に答える際に座る席だか

ら、通常は空席なのです。

ＢＣＤ

新任議員研修会では 
山積みの資料と格闘 Ａ

議案だけでなく、

重要課題や日々の業務

に関する課題について

報告を受け、質疑や提

案をする「所管事務調

査」も委員会の大切

な役割だよ。

本会議に提案された議案は、議員から市長や部長などへ

の質疑の後、より詳しく専門的に審査するため、議案を

所管する委員会（P4 ～ 5 参照）に一任されます（付託）。

そこで審査された結果を本会議で委員長が報告し、採決

が行われます（結果は P11 に掲載）。

委員会ってなに？？？
～本会議だけが議会じゃない「常任委員会」の大きな役割～

運だめし ?! 初登庁の朝は
くじ引きでスタート

初登庁の朝、受付でくじを１本引

きます。正式な議席番号が決まる

までは、この番号が仮議席番号。

本会議で議席を承認後、次の会議

日までに机上のプレートに

名前が入れられます。

（P2 ～ 3 参照）

議長・副議長は、議員の投票によっ

て決まります。今期は新人議員が過

半数を占めることから、投票の参考

とするための特例とし

て、議長候補者の思い

を聞いてから、本会議

で投票しました。

今回限りの特例。議長選挙は
候補者の思いを聞いて投票！Ｄ

初議会で議長が決まるまでの臨時

議長（進行役）は、最年長議員が

務めます。今期は、前川豊市議員

が最年長のため、臨

時議長を務めました。

「臨時議長」は年齢で決まる !?

ギカイのオキテ

Ｃ

市議会議員
としての活動が

スタート！

市議会には、議会ならではの決ま
りや、「なるほど！」と納得するよ
うなことがいっぱいあります。あ
なたはいくつ知っているかな？

Ｅ
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本会議や委員会ではたくさん

の議案を審議（審査）するので、

同じ質問を何度も繰り返さな

いために、一つの疑問に対し

て再質問は原則３回までと決

められています。

３回ルール
ギカイのオキテ

新病院や清掃

センターなど課題

が多く、民生常任

委員会は５回も開

催されたんだよ。

「　　  」件事

4 年に一度の市議会議員選挙を終え、迎えた 12 月定例会。配布さ
れた議案書にはたくさんの「議案」が……。実は、これら審議案
件すべてを議会用語で「事件」といいます。議会は議長選挙から
はじまって「事件」が山積み。激動の１か月半を誌上で再現！

Ｂ略称は「ぎうん」！
議会の要☆議会運営委員会

定例会の日程や要望書の取扱い、議

会のルールなどを決める「ぎうん」。

Ｅ

常任委員会の委員

長と会派代表者な

どで構成します。

ドキュメント
 初議会

初日は、

本会議の間に

委員会もあっ

て大忙し！

本会議
１日目

なる
ほど！

なる
ほど！

なる
ほど！ なる

ほど！

なる
ほど！

初当選の議員は、事前に新任議員

研修を受けます。議員の職責と心

構えやタブレットの使い方、市議

会の運営、公職選挙法、市の主要

計画、財政状況や予算など学ぶべ

きことが盛りだくさん。
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新病院東側進入路の

用地買収が進まず、

市立の地方卸売市場の中

を通る計画に変更し、用地

費が不要になったことに

よる減額が主なものです。

第 89 回丹波市議会定例会
会期：12 月５日～１月 19 日（46 日間）
※審議結果は 11 ページに掲載

学校給食センター設置条例を改正

市島学校給食センターを廃止し
３カ所体制になります

これからの学校給食の運営のあり方を示した市の基

本計画に基づき、平成 28 年度末で市島学校給食セ

ンターが廃止されるものです。4 月以降は、柏原・

氷上、春日、青垣の３つの学校給食センターから市

内すべての幼小中学校と氷上特別支援学校に配食さ

れます。

市島の給食センターか

ら配送していた小中学

校への配送時間はどのくら

い変わりますか。

氷上特別支援学校は配

送時間が短くなります。

その他の小中学校について

は、7 分から 15 分程度余分

にかかりますが、品質や安全

性に影響はありません。

新たに「農地利用最適化推進委員」も委嘱

農業委員の定数と
選出方法が変わります

市島学校給食セン

ターと基本計画書

市立文化ホール条例の改正により利用しやすくなります

文化ホールの冷暖房料金の加算や
土日祝日料金が廃止されます

休日料金など細かく区分されていた文化ホールの料

金体系を見直し、土日祝日料金と冷暖房料金が廃止

されます。楽屋等の附属施設も、午前・午後・夜間

の区分から１時間単位に変更されるなど、改正によ

り申し込みがしやすくなります。

対象：春日文化ホール、ライフピアいちじま大ホール

改正の結果、利用料金

はどう変わりますか。

冷暖房の使用・未使用

の平均をとって算定し

ており、実質的に使用料が下

がり、備品使用料も軽減され

ます。

さまざまな企画やコンサートが楽しめる文化ホール

（和太鼓フェスタ「春日戦国太鼓」による勇壮なステージ）

１

２

３

４ ［補正予算］一般会計に約７億円を増額し
予算規模は 410 億円に

次年度事業の工事費を確保
国の第 2 次補正に伴い、次年度に整備を行う

黒井小学校校舎や春日部小学校屋内運動場等の

大規模改造、水上川改修等の事業費が今年度の

予算として計上されました（繰越明許補正※）。

地域医療総合支援セ

ンター（仮称）整備事

業の約２億円減額の内容は。

答問

答問
答問

繰越明許補正：改修費などは来年度予算に計上される予定でしたが、公共事業債や合併特例債（国が事業費の 50％から 70％を交付

税措置）を利用するため、今回の国の補正予算にあわせて今年度予算で工事費を確保しました。実際の工事は、新年度に行なわれます。

本会議初日が初登庁と
なった谷口進一市長。
本会議 2 日目の 13 日
には、所信表明でまち
づくりにかける熱い想
いを語られました。

写真案

給食センター写真

こどもの給食の様子

基本計画冊子

国の制度改正に伴い変更されるものです。農業委員の定

数が 46 人から 24 人に変わり、認定農業者を過半数以

上含み、農家以外から 1 名を入れることが条件です（任

期は３年）。応募者の中から選考委員会で候補者を選考し、

議会の同意を得て市長が任命することになります。また、

新たに「農地利用最適化推進委員」25 名も委嘱され、担

当区域の農地パトロールなど、農地等の正しい利用のた

めの現場活動が行われます。　　　　　　

　 　月
定例会
124 議案を Pick-up!12/5 開会12/201/16

農業委員の地域ごとの

定数は設けるのです

か。また、定数がこれまでの

半分になりますが、活動に支

障はないですか。

答問 農業委員の募集にあ

たっては、地域ごとの

定数等は設けませんが、担当

地域ごとに推進委員と連携し

て活動いただくことで、支障

はないと考えています。

現地調査で現場確

認をする総務常任

委 員（12 月 20

日 青垣パラグライ

ダー練習場）
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返礼品の対象を 1 万円以上

の寄附に引き下げ、商品を

充実させたことにより寄附

額が大幅に増えたため、歳

入見込額を２億 1,175 万

円増の３億 1,000 万円に

補正しました。

20　21　22　23　24　25　26　27　28年度

２

１

０

668
635

1,163
874575756

5,123

6,950

2億 9,774万円
　（12月末現在）

（単位：万円）

H28.8.1
大 幅

リニューアル

歳入では
ふるさと寄附金が
大幅に増額

億円

大雪のため一般質

問の日程が変更さ

れ、16、18、19

の３日間にわたっ

て実施しました。

８月の農地パトロールで遊休・荒廃地調査をする農業委員

専門サイト「ふるさとチョイス」

可決
賛成18・反対１

賛成多数により

可決
賛成全員により可決

賛成全員により

可決
賛成16・反対３

賛成多数により

寄附額の推移

カイ

　　　セツ　　

Pick-up! 定例会
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今回も
じっくり審議

しました

　　条例の制定・廃止
市立交流会館かどのの郷条例（廃止）
→地元に譲渡されるもの

特別職に属する非常勤の職員の報酬
及び費用弁償に関する条例

市定住促進住宅の設置及び管理に関する条例

→丹波市が空き家を 10 年間借り受けて改修し、

主として子育て世代の移住希望者に貸し出すも　　　

の。

　　　　　　　　現在、白毫寺（市島地域）、中

　　　　　　　　山（春日地域）、応相寺団地（

　　　　　　　　青垣地域）で進められています。

■全員賛成で可決した議案

　　平成 28 年度補正予算 → P8 に掲載

国民健康保険特別会計事業勘定（415 万円減額）

国民健康保険特別会計直診勘定（± 0 円）

介護保険特別会計保険事業勘定（140 万円増額）

介護保険特別会計サービス事業勘定（22 万円増額）

訪問看護ステーション特別会計（23 万円増額）

看護専門学校特別会計（40 万円増額）

農業共済特別会計（33 万円増額）

水道事業会計

下水道事業会計

一般会計補正予算（第５号） 

　　協定の締結　　　

丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
及び丹波市立看護専門学校建設工事に関す
る変更協定（2 億 1,950 万円増額）

　　 契約の締結（2,000 万円以上の契約が対象）

基幹系システム機器更新に係る端末機器類
購入契約→ノートパソコンの更新のため
172 台購入ほか　契約金額 3,821 万円　
契約相手方：㈱デンテックス

議
案
の

審
議
結
果

■賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

山
名
隆
衛

小
橋
昭
彦

渡
辺
秀
幸

大
嶋
恵
子

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

林　

時
彦

奥
村
正
行

前
川
豊
市

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

垣
内
廣
明

太
田
喜
一
郎

条例の
改　正

職員の給与に関する条例
総務常任委員会での賛否 ○ ○ ‐ ○ ‐ ○ ‐ ○ ‐ ○ ‐ 委

員
長 ‐

原案可決 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

条例の
改　正

農業委員会の選挙による委員の定
数等に関する条例　→ P ９

産業建設常任委員会での賛否 ‐ ○ ‐ ○ ○ ‐ ○ 委
員
長 ‐ ○ ‐ ‐

原案可決 16 3 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

補正予算
一般会計補正予算（第 4 号）
 ６億 439 万円増　→ P ８

原案可決 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

決　　議
丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
及び丹波市立看護専門学校建設工事に関
する変更協定の締結に関する附帯決議

否　　決 9 10 ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ‐

※○は賛成、●は反対、棄は棄権、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は委員会採決も掲載しています。

※議長は議事進行を行うため特別多数議決　　を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

※１万円未満切り捨て

　　人事案件（議会の同意が必要なもの）
監査委員の選任
田中澄夫氏（氷上町氷上）
奥村正行氏（氷上町石生）

丹波市・一部事務組合公平委員会委員の選任
和田克昭氏（山南町岩屋）、常石壽栄治氏（市
島町中竹田）、足立　巧氏（青垣町小倉）

教育委員の任命
松本真弓氏（氷上町稲畑）

　　決議（議員提案）→ P10 参照

市の事務執行に対し猛省を促す決議

　　施設の廃止
市立柏原人権啓発センターの廃止
→柏原町立室谷教育会館として建設され、柏
原人権啓発センターとして利用されてきたも
のが地元に譲渡されるもの。

市立友政グラウンドゴルフ場の廃止
→市生涯学習施設整備方針（適正配置計画）に
基づき地元に譲渡されるもの。

　　指定管理者の指定
市立青垣パラグライダー練習場施設→
管理者：青垣町スカイスポーツ運営協議会

市立ゆりやまスカイパーク→管理者：㈱葉山

（福祉関連施設）
柏原福祉センター「木の根センター」
春日福祉センター「ハートフルかすが」
山南福祉センター「さんなん荘」
氷上健康福祉センター
→管理者：( 社福 ) 丹波市社会福祉協議会

　　条例の一部改正
市立学校給食センター設置条例→ P9 参照

税条例及び地方税法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

（施設の廃止に伴うもの）

市立隣保館等条例、市立スポーツ施設条例

（料金の見直しに伴うもの）
市立文化ホール条例→ P8 参照

介護保険条例

手続き上の瑕疵は治癒：協定が議会の議決によって工事着工前の協定日にさかの
ぼって有効となるものであったため、手続き上の問題（瑕疵）が解消されました。

丹波市地域医療総合支援センター（仮称）等の建設に関する協定など

市の事務執行に対し
猛省を促す決議を可決しました

　
９
月
定
例
会
の
初
日
―
。「
丹
波
市
地
域
医
療
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
及
び
丹
波
市
立
看
護
専
門
学
校
建
設

工
事
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
民
生
常
任
委
員
会
で
の
付
託
審
査
を
経
て
、
９
月

29
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
病
院
や
看
護
専
門
学
校
等
の
整
備
に
お

け
る
県
と
市
の
役
割
分
担
や
負
担
金
の
割
合
な
ど
を
細
か

く
記
す
も
の
で
、
工
事
発
注
等
を
担
う
県
に
と
っ
て
は
、

こ
の
議
案
が
議
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
協
定
に

基
づ
く
工
事
に
着
工
で
き
る
重
要
な
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
本
会
議
終
了
後
、
議
決
前
に
排
水
路
の
付
替

工
事
に
着
工
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
付

託
先
の
民
生
常
任
委
員
会
で
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

考えられる対策…　

もし、議案の提案までに着工について議会側に報告されていれば、先行

しなければならない工事のみ別途協定（少額のため議決不要）を締結す

るなど、協定書の形態についての検討により事態は回避できたものと思

われます。

「
可
決
」
を
前
提
と
し
た

事
前
着
工　
　
　
　

　

市
当
局
や
県
担
当
者
か
ら
の

聞
き
取
り
に
よ
り
、
市
当
局
は
、

県
が
排
水
路
付
替
工
事
に
着
工

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
兵
庫
県

病
院
局
か
ら
入
札
公
告
前
に
報

告
を
受
け
事
実
上
容
認
し
て
い

ま
し
た
が
、
議
会
は
同
工
事
の

事
前
着
工
を
知
ら
さ
れ
な
い
ま

ま
協
定
議
案
を
可
決
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

協
定
の
議
決
に
よ
っ
て
手
続

き
上
の
瑕か

し疵
は
治
癒
※

さ
れ
ま

し
た
が
、
議
会
と
し
て
締
結
の

可
否
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
協
定
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
議
会
へ
の
報
告
や

協
議
が
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
な

い
ま
ま
可
決
を
前
提
と
し
て
事

前
着
工
し
た
こ
と
は
、
議
会
軽

視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
し
た
。

調
査
結
果
を
受
け
「
決
議
」
へ

　

民
生
常
任
委
員
会
で
の
調
査

を
基
に
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
た
結
果
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
拠
点
で
あ
る
新
県
立

病
院
と
市
地
域
医
療
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
等
の
建

設
は
、
多
く
の
市
民
の
期
待
を

担
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
だ
け

に
、
市
当
局
の
反
省
を
促
す
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
12
月

定
例
会
で
は
庁
内
で
の
調
整
が

不
十
分
な
ま
ま
提
案
に
至
っ
た

議
案
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
議
案
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
を
払

い
、
十
分
に
調
整
を
図
る
よ
う
、

市
当
局
に
対
し

強
く
求
め
る
決

議
を
可
決
し
ま

し
た
。

　　承認議案
議案 146 号 丹波市定住促進住宅の設置及び
管理に関する条例の制定についての原案訂正

決議文は市議会ホーム

ページをご覧ください。

特

特

特

特　　（特別多数議決）：通常は過半数で議決されま
すが、条例で定められた重要な公的施設の廃止に
関する議決など、賛成議員の数が 3 分の２（４分
の３、５分の４）以上必要なもの。

特 カイ

　　　セツ

第
4
期
発
進
！

市
議
会
議
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ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
地
域
外
運
行
を
実
現

す
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

来
年
度
、
各
公
共

交
通
機
関
と
の
連

携
を
基
本
に
、
課
題
解

決
に
向
け
た
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

地
域
外
運
行
は
大
き
な

課
題
で
す
が
、
現
行
の

運
行
形
態
確
保
の
観
点

か
ら
、
直
接
の
町
外
運

行
は
困
難
で
す
。

 

藤
原
　
　
悟
　 

議
員

 

前
川
　
豊
市  

議
員

 

林
　
　
時
彦  

議
員

 

近
藤
　
憲
生  

議
員

ココが聞きたい！一般質問
一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、新人議員7人を含む15人が、

私たちの生活にかかわることについて質問や提言をしました。

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

ホームページに
質問項目を掲載

掲載しきれなかった質

問項目は、市議会のホー

ムページに掲載してい

ます。

■一般質問

平
成
27
年
度
の
市

民
意
識
調
査
で
、

「
市
政
に
市
民
ニ
ー
ズ

が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
」「
あ
ま
り
反
映
さ

れ
て
い
な
い
」
が
６
割

を
越
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ま
す
か
。

ま
だ
ま
だ
十
分
に

市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
の

評
価
で
あ
り
、
真
摯
に

受
け
止
め
反
省
し
て
い

ま
す
。「
ま
ご
こ
ろ
市

長
室
」
の
開
催
、「
市

長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
の
開
催
な
ど
、
市

民
の
声
を
聞
く
機
会
を

積
極
的
に
設
け
て
い
き

ま
す
。市

内
の
公
共
交
通

を
も
っ
と
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
で
す
か
。
バ
ス

路
線
を
増
や
し
、
デ
マ

総
務
省
発
表
の
平

均
所
得
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
丹
波
市
は
兵
庫

県
下
29
市
の
う
ち
26
位

で
す
。
こ
れ
を
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か
。

神
戸
市
や
阪
神
間

の
市
が
上
位
を
占 

め
て
お
り
、
淡
路
を
除

く
県
南
部
の
「
瀬
戸
内

海
臨
海
地
域
」
か
ら
県

北
部
に
向
か
う
ほ
ど
順

位
が
下
が
っ
て
い
ま

す
。
丹
波
市
の
納
税
義

務
者
の
約
80
％
が
給
与

所
得
者
で
あ
り
、
給
与

水
準
が
高
い
人
が
比
較

的
少
な
い
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

所
得
ア
ッ
プ
に
向

け
た
取
組
み
は
。

「
地
域
経
済
の
活

性
化
」
で
あ
り
、

丹
波
市
の
特
色
を
生
か

し
た
農
業
・
商
工
業
な

ど
の
産
業
の
振
興
、
企

業
誘
致
、
即
時
効
果
が

見
込
め
る
観
光
な
ど
で
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、
そ
の
点
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
る
市
政
を

答 

市
民
の
声
を
積
極
的
に
聞
く
機
会
を

設
け
て
い
き
ま
す

丹
波
市
の
平
均
所
得
は
低
す
ぎ
る

答 

所
得
ア
ッ
プ
に
向
け
て
「
地
域
経
済

の
活
性
化
」
に
取
り
組
み
ま
す

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を

促
進
す
る
制
度
と

し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
奨
学
金
返
済
額
の

一
部
を
補
助
す
る
「
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
」

の
制
度
創
設
を
。

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
に
も
効
果
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
人
材
を
必
要
と
し

て
い
る
福
祉
人
材
の
確

保
を
主
と
し
た
目
的
と

す
る
「
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
導

入
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
お
い
て
、

特
区

等
に
よ
る
捕
獲
体
制
・

捕
獲
方
法
等
の
見
直
し

や
鳥
獣
等
防
護
柵
設
置

補
助
の
見
直
し
の
考
え

は
。

効
果
的
な
被
害
の

予
防
や
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
に
つ
な
が
る

取
組
み
と
あ
わ
せ
て
、

鳥
獣
被
害
防
止
関
連
特

区
の
認
定
に
よ
る
規
制

緩
和
を
含
め
、
有
効
な

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

防
護
柵
設
置
補
助
の
見

直
し
は
、
地
元
負
担
額

を
軽
減
で
き
る
事
を
前

提
に
市
の
単
独
事
業
と

合
わ
せ
、
国
や
県
の
補

助
制
度
の
補
助
率
・
負

担
率
に
つ
い
て
一
体
的

に
検
討
を
進
め
ま
す
。

丹
波
市
フ
ァ
ン
増
加
へ
新
た
な
制
度
を

答 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
懇
話

会
（
仮
称
）
で
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す

子
ど
も
は
小
さ
な

学
び
の
場
か
ら
だ

ん
だ
ん
と
大
き
な
集
団
に

所
属
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
が
こ
ど
も

園
で
対
応
で
き
ま
す
か
。

こ
ど
も
園
は
１
５

０
～
２
０
０
人
規

模
で
す
が
、
０
歳
児
で

は
３
人
、
１
・
２
歳
児

で
は
６
人
の
小
さ
な
集

団
活
動
で
す
。
３
歳
児

で
は
25
人
、
４
・
５
歳

児
で
は
35
人
と
な
り
ま

す
。
適
切
な
規
模
の
集

団
を
保
ち
な
が
ら
、
子

ど
も
の
育
ち
の
場
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

篠
山
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
両

市
長
が
協
議
さ
れ
、「
篠

山
市
の
産
業
廃
棄
物
の

処
理
費
用
を
考
慮
す

る
」
と
な
っ
た
の
は
一

定
の
評
価
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
産
廃
分
の
考

慮
は
当
然
で
あ
り
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
大
規
模

改
修
も
含
め
確
認
書
を

見
直
し
て
協
議
す
る
姿

勢
で
進
め
る
べ
き
で
は
。

現
在
の
均
等
割

20
％
、
人
口
割
20

％
、
ゴ
ミ
量
割
60
％
の

負
担
率
の
変
更
協
議
を

進
め
ま
す
。
併
せ
て「
事

情
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
協
議
す
る
」
と
確

認
書
に
加
筆
し
新
た
な

確
認
書
に
基
づ
く
事
業

執
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

幼
児
の
学
び
の
場
は
小
さ
い
所
か
ら
！

答 

こ
ど
も
園
で
適
切
な
規
模
の
集
団
を

保
ち
、
育
ち
の
場
を
つ
く
り
ま
す

業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

答 

国
が
示
す
必
須
要
素
を
盛
り
込
み
策

定
し
、
職
員
周
知
を
含
め
改
善
も
必
要

答 問

安
全
を
最
優
先
し
た
器
具
を

使
っ
た
消
火
活
動

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
深
刻

せんせい！だいすき

丹波市の公共

交通の充実を

大
き
な
自
然
災
害

や
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
よ

り
、
人
・
モ
ノ
・
情
報

等
の
資
源
制
約
下
の
状

況
で
も
行
政
と
い
う
性

質
上
休
止
で
き
な
い
業

務
等
に
つ
い
て
、
業
務

継
続
計
画
が
策
定
で
き

て
い
ま
す
か
。

今
後
起
こ
り
得
る

災
害
を
想
定
し
使

え
る
資
源
が
制
約
さ
れ

る
中
、
6
つ
の
必
須
要

素
を
盛
り
込
ん
だ
業
務

継
続
計
画
を
28
年
3
月

に
策
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
職
員
周
知
を

含
め
、
よ
り
実
行
性
の

あ
る
計
画
に
改
善
し
て

ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
組
織
の
充

実
の
た
め
、
充
分

な
器
具
機
材
等
の
配
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
技
術
向
上
の
た

め
の
訓
練
計
画
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。 

消
防
車
両
は
約
20

年
を
目
途
に
更
新

す
る
と
と
も
に
、
資
機

材
も
更
新
計
画
に
基
づ

き
配
備
し
て
い
ま
す
。

訓
練
に
お
い
て
は
、
消

防
本
部
指
導
の
も
と
、

各
地
域
の
地
形
特
徴
や

特
性
を
考
慮
し
た
訓
練

や
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

答 問

答 問

答

問

答 問答 問

答 問

答

問

答 問

答 問

　兵庫県平均所得ランキング

　１位　芦屋市
　２位　西宮市
　３位　宝塚市
　４位　三田市
　５位　神戸市
　６位　川西市
　７位　伊丹市
　８位　姫路市
　９位　明石市
10 位　加古川市
11 位　尼崎市
12 位　高砂市
13 位　赤穂市
14 位　三木市
15 位　たつの市

 

西
脇
　
秀
隆  

議
員

第
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期
発
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！

市
議
会
議
員
っ
て

 

ど  

ん  

な  

人  

？

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

初  

　 

議
　   

会

 

12
月
定
例
会

審   

議   
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果

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

一   

般   

質   

問

政
務
活
動
費
公
開

お   

知  

ら   

せ

16 位　加西市
17 位　相生市
18 位　加東市
19 位　篠山市
20 位　洲本市
21 位　小野市
22 位　西脇市
23 位　宍粟市
24 位　南あわじ市
25 位　朝来市
26 位 　丹波市
27 位　淡路市
28 位　豊岡市
29 位　養父市
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■一般質問
 

谷
水
　
雄
一  

議
員

 

須
原
　
弥
生 

議
員

 

太
田
　
一
誠  

議
員

 

小
川
　
庄
策  

議
員

西
本
　
嘉
宏  

議
員

 

垣
内
　
廣
明  

議
員

す
か
。収

支
見
通
し
で
一

本
算
定
見
直
し
は

反
映
し
て
い
ま
す
。
地

元
主
体
で
議
論
を
重

ね
、
地
域
と
し
て
判
断

さ
れ
た
方
向
を
尊
重
し

ま
す
。
ま
た
、
保
育
士

の
処
遇
調
査
は
、
国
家

公
務
員
の
「
福
祉
職
俸

給
表
」
よ
り
低
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
早
急
に
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

所
信
表
明
で
、「
民

間
経
営
の
視
点
を

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

と
す
る
」
と
は
。
ま
た

正
確
な
財
政
収
支
見
通

し
の
や
り
直
し
は
。

民
間
経
営
の
視
点

と
は
、
①
シ
テ
ィ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
活
発
化
、
②
第
３
次

行
革
プ
ラ
ン
の
実
現
に

不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
、
市
民
が
真
に
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
現
場
で
意
見
交

換
す
る
事
を
問
い
直
し

ま
す
。財

政
は
一
本
算
定

の
見
直
し
に
よ
り

減
収
額
が
約
22
億
円
も

縮
減
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
影
響
は
反
映
し
て

い
ま
す
か
。
小
中
学
校

統
合
に
つ
い
て
の
姿
勢

と
保
育
教
諭
確
保
の
た

め
処
遇
改
善
は
ど
う
で

丹
波
市
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
に
か
か
る
商

業
・
工
業
の
発
展
は
。

商
業
で
は
、
①
各

地
域
に
昔
か
ら
あ

る
商
店
、
商
店
街
が
引

き
続
き
営
業
し
て
い
け

る
支
援　

②
大
規
模
商

店
の
更
な
る
活
性
化
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
工

業
で
は
①
企
業
誘
致
・

企
業
立
地
の
継
続　

②

既
存
企
業
の
元
気
再
生

③
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
ま
ち
丹
波
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
定
着
を
め
ざ

し
ま
す
。
雇
用
で
は
、「
多

様
な
働
き
方
が
で
き
る

ま
ち
丹
波
」
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の

有
効
活
用
に
は
選

択
と
集
中
が
必
要
。
企

業
誘
致
か
ら
地
元
企
業

育
成
へ
の
転
換
が
必
要

小
学
校
区
が
統
合

す
る
地
域
に
お
け

る
地
域
教
育
の
活
動
単

位
の
あ
り
方
は
。

４
月
に
青
垣
小
学

校
が
開
校
し
４
地

区
が
一
つ
の
校
区
と
な

り
ま
す
。
学
校
教
育
は

一
つ
と
な
り
ま
し
て
も

地
域
に
お
け
る
教
育
は

今
後
も
各
地
域
で
行
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
、
各
地
区
１

名
ず
つ
計
４
名
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
予
定
で
す
。

東
芦
田
新
水
源
の

使
用
に
関
す
る
確

認
書
に
つ
い
て
。

確
認
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
関
係

地
域
住
民
と
取
り
交
わ

し
た
覚
書
の
不
履
行
」

と
は
、
新
水
源
を
開
発

す
る
際
に
関
係
自
治
会

な
ど
と
取
り
交
わ
し
た

覚
書
に
お
い
て
「
予
期

せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

た
時
は
、
甲
、
乙
が
誠

意
を
持
っ
て
解
決
に
努

力
す
る
」
を
書
か
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

不
測
の
事
態
が
生
じ
た

時
に
充
分
な
説
明
や
連

絡
を
行
わ
ず
、
関
係
地

域
の
み
な
さ
ま
に
ご
心

配
や
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
に
対
し
お
詫

び
を
申
し
上
げ
た
も
の

で
す
。

地
域
力
向
上
に
「
ひ
と
力
」
活
用
を

答 「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
丹
波
」

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

地
域
教
育
活
動
単
位
に
つ
い
て

答 

地
区
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
に
期
待

4
月
か
ら
統
合
す
る

青
垣
小
学
校

男
女
共
同
参
画
条

例
の
制
定
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、「
丹
波
市
女
性

応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

具
体
的
な
取
組
み
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、

今
後
の
女
性
の
就
労
の

あ
り
方
と
し
て
、
在
宅

テ
レ
ワ
ー
ク
の
情
報
提

供
等
の
整
備
は
。

男
女
共
同
参
画
条

例
は
新
計
画
に
制

定
時
期
を
盛
り
込
み
、

セ
ン
タ
ー
は
検
討
を
行

い
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
29
年
10
月
頃
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
在
宅
ワ
ー
ク
等
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー

機
能
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

選
挙
入
場
券
が
有

権
者
に
届
く
の
が

遅
い
地
域
が
あ
っ
た
の

で
は
。 有

権
者
の
み
な
さ

ま
に
は
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
者
が
増
加

し
、
選
挙
人
の
投
票
行

動
に
変
化
が
生
じ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
入

場
券
の
発
送
事
務
に
つ

い
て
、
今
後
は
さ
ら
に

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
取
組
み
は

答 

非
常
に
意
義
あ
る
も
の
と
認
識
し
、

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す

ゴ
ミ
収
集
運
搬
業

務
で
は
、
青
垣
地

域
だ
け
が
直
営
で
、
他

の
５
地
域
で
は
民
間
委

託
を
行
っ
て
い
る
結

果
、
青
垣
地
域
が
年
間

1
千
２
百
万
円
ほ
ど
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
職
員
が
収
集
業
務

を
行
っ
て
い
る
た
め
、

多
く
の
非
常
勤
職
員

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
費
節
減
の

観
点
か
ら
、
業
務
の
あ

り
方
や
職
員
の
活
用
等

に
つ
い
て
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
は
。

現
場
調
査
を
行
い

収
集
業
務
だ
け
で

な
く
塵
芥
処
理
等
の
経

費
削
減
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
す
。

地
元
要
望
へ
の
対

応
が
十
分
で
な
い

の
に
、
土
木
費
で
の
多

額
の
不
用
額
、
ま
た
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
減
災
対
策
は
計

画
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
職
員
配
置
を
再

検
討
す
べ
き
で
は
。

第
3
次
定
員
適
正

化
計
画
に
基
づ

き
、
土
木
職
員
の
人
員

を
含
め
て
適
正
な
配
置

を
行
い
ま
す
。

「
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
」

答 

真
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
現
場
で
声
を
聞
く
事
を
問
い
直
し
ま
す

決
算
監
査
で
の
指
摘
事
項
へ
の
対
応
は

答 

現
場
調
査
を
行
い
検
討
し
ま
す

ふるさとおおじ創生フォーラムの一幕

県
な
ど
と
の
共
同

開
催
で
実
施
さ
れ

る
防
災
訓
練
の
内
容
と

参
加
機
関
は
。
ま
た
、

丹
波
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
段
階
的
訓
練

は
実
施
し
ま
す
か
。

現
在
、
訓
練
内
容

も
参
加
機
関
等
も

県
と
の
調
整
中
で
す
。

丹
波
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
自
主
防
災
組
織
等
を

対
象
と
す
る
出
前
型
の

防
災
訓
練
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
、
図
上
訓
練
等

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
に
は

情
報
収
集
が
と
て

も
重
要
で
す
。
ま
た
、

集
め
ら
れ
た
情
報
を
分

析
・
判
断
す
る
こ
と
は

容
易
な
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
情
報
収
集
や
情

報
分
析
及
び
判
断
の
訓

練
を
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

豪
雨
災
害
を
教
訓

に
、
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
シ
ス
テ

ム
構
築
の
中
で
、
雨
量

デ
ー
タ
等
の
収
集
と
市

民
へ
の
提
供
を
考
え
て

い
ま
す
。
分
析
に
つ
い

て
も
、
情
報
を
も
と
に

直
接
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

継
続
か
つ
計
画
的
な
訓

練
の
実
施
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
は

答 

平
成
29
年
に
県
と
共
同
開
催
で

実
施
し
ま
す

■一般質問
■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

女性が輝く社会を！

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問

答

問

答 問

答

問

答

問

答 問

文化財防火訓練（氷上町賀茂）

と
考
え
、
地
元
企
業
育

成
や
経
済
の
活
性
化
を

め
ざ
す
た
め
に
「
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」
と
い
う
手
法
を
用

い
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

市
民
に
愛
さ
れ
利

用
さ
れ
る
公
共
交

通
網
の
整
備
は
。

新
病
院
開
設
に
合

わ
せ
よ
り
利
便
性

の
高
い
交
通
体
系
の
構

築
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

地
域
力
を
創
造
す
る
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

答

問

答 問

「エコノミックガーデニング鳴門」ホームページから引用
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定例会や委員会では、私たちの生活に直接関

わる大切なことについて議員が質疑をし、慎

重に審議（審査）しています。傍聴をご希望

の方は、議会事務局までお越しください。

 

奥
村
　
正
行 

議
員

 

小
橋
　
昭
彦  

議
員

■一般質問

所
信
表
明
で
触
れ
ら

れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
推
進
体
制
は
。

市
民
の
満
足
度
を

念
頭
に
お
き
、
市

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
本
部
を
立
ち
上

げ
、
民
間
の
力
も
取
り

入
れ
る
組
織
と
し
ま
す
。

ま
た
、幹
部
会
議
は
「
経

営
会
議
」
に
名
称
変
更

し
ま
す
。
前
例
踏
襲
主

義
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

た
な
発
想
・
行
動
を
も
っ

て
日
々
の
行
政
運
営
に

対
処
し
ま
す
。

地
域
の
課
題
は
現

場
に
あ
り
ま
す
。

職
員
が
現
場
に
出
て
市

民
と
と
も
に
挑
戦
し
、

未
来
へ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
変
革
）
を
生

む
組
織
風
土
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
の
中
に
「
こ

ち
ら
か
ら
飛
び

こ
ん
で
」
い
く
こ
と
が

重
要
。
市
民
の
方
々
と

交
流
し
、
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
こ
と

を
推
奨
し
ま
す
。
自
発

的
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
目
標
を
立
て
達
成

す
る
こ
と
を
喜
び
と
す

る
姿
勢
を
職
員
に
根
付

か
せ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、「
ス
ー
パ
ー
公
務

員
」
を
表
彰
す
る
な
ど
、

士
気
を
高
め
る
工
夫
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
へ
の
経
営
視
点
導
入
の
具
体
策
は

答 

市
民
満
足
度
を
最
優
先
に
、
現
場
に
出

て
挑
戦
す
る
組
織
風
土
に
変
革
し
ま
す

市
長
は
、
出
馬
表

明
で
庁
舎
の
整
理

統
合
を
挙
げ
、
早
く
方

針
を
考
え
る
べ
き
と
発

言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

分
庁
舎
に
よ
る
毎
年
の

ロ
ス
が
2
千
５
百
万
円

や
1
億
3
千
万
円
と
い

う
数
字
が
出
さ
れ
て
い

る
中
、
就
任
後
は
発
言

が
後
退
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
が
、
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

合
併
特
例
債
が
あ

る
時
に
集
約
す
べ

き
で
し
た
。
各
々
の
立

場
か
ら
、
病
院
建
設
が

落
ち
着
い
て
か
ら
考
え

ま
す
。市

の
負
担
軽
減
に

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導

入
や
支
所
廃
止
な
ど
を

検
討
し
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
総
務
省

が
例
示
し
て
い
る
「
公

共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
」

を
活
用
し
、
自
治
協
議

会
で
の
窓
口
業
務
実
施

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

提
案
さ
れ
た
点
も

織
り
込
み
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

柏
原
支
所
を
観
光

拠
点
と
し
た
場
合
、

現
在
行
っ
て
い
る
業
務

は
ど
う
し
ま
す
か
。

支
所
の
機
能
を
現

建
物
か
ら
移
転
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
省
に
よ
る
窓
口
業
務

委
託
例
の
イ
メ
ー
ジ

庁
舎
集
約
に
よ
る
ロ
ス
削
減
を

答 

病
院
建
設
が
落
ち
着
い
て
か
ら

じ
っ
く
り
考
え
ま
す

 

広
田 

ま
ゆ
み 

議
員

 

大
西 

ひ
ろ
美  

議
員

子
ど
も
の
人
権
を

守
る
た
め
、
産
婦

人
科
で
の
検
診
時
等
に

妊
娠
期
の
ご
夫
妻
へ
の

取
組
み
を
考
え
て
い
く

こ
と
は
大
事
で
す
。
い

か
が
お
考
え
で
す
か
。

市
で
は
、
平
成
27

年
３
月
に
「
第
２

次
丹
波
市
人
権
施
策
基

本
方
針
」
を
策
定
し
、

「
共
生
社
会
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、
子
ど
も
た
ち

は
「
安
心
し
て
、
自
信

を
持
っ
て
自
由
に
生
き

る
権
利
」
が
守
ら
れ
て

こ
そ
、
の
び
の
び
と
健

や
か
に
成
長
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
妊
娠
期

の
ご
夫
妻
に
も
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を

つ
く
れ
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る

た
め
に
は
、
家
族
・
職

場
の
サ
ポ
ー
ト
力
が
必

要
で
す
。
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

性
別
役
割
分
担
を

見
直
す
き
っ
か
け
と
な

る
情
報
提
供
に
取
り
組

み
、
ま
た
、
育
児
休
業

を
取
り
や
す
い
職
場
風

土
づ
く
り
な
ど
、
商
工

会
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
意
識
改
革
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は

答 

自
治
会
や
自
治
協
議
会
開
催
の
人
権

研
修
会
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す

「第二次丹波市人権施策基本

方針」の冊子をご覧ください

市
民
の
期
待
が
高

い
県
立
柏
原
病
院
・

柏
原
赤
十
字
統
合
新
病

院
へ
の
医
師
の
確
保
を

早
期
に
県
へ
要
請
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。
特

に
脳
神
経
外
科
常
勤

医
の
確
保
は
必
至
で

す
。

統
合
新
病
院
の
医

師
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
県
立
柏
原
病
院

の
関
連
大
学
に
対
し
て
、

同
病
院
の
医
院
長
や
県

の
病
院
局
な
ど
、
県
が

一
体
と
な
っ
て
常
勤
医

師
派
遣
へ
の
働
き
か
け

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
県
と
の

密
接
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
必
要
な
医
師
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
認
定
こ
ど
も
園

に
看
護
師
の
配
置

を
望
み
ま
す
。
考
え
方

と
今
後
の
取
組
み
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
与
薬
は
業
務
内
容
に

あ
り
ま
す
が
、
間
違
い

な
い
で
す
か
。

機
会
あ
る
ご
と
に

募
集
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
こ
と
に
加
え
て
、
多

様
な
働
き
方
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
体
制
づ

く
り
を
各
園
に
提
案

す
る
な
ど
、
全
園
配
置

に
向
け
、
支
援
し
ま
す
。

(

業
務
内
容
は)

間
違

い
な
い
で
す
。

新
病
院
へ
の
医
師
確
保
は
早
期
に
県
へ
！

答 

県
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
必
要

な
医
師
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す

答 問問

答 問

答 問

答 問

答

問

答 問

答

問答

問

答 市民
「近くの出張所で住民票
を受け取ることができ
て便利！」⑤住民票の写し

を引き渡し 　①住民票の写し
等の請求

②申請書を FAX 送信

③公務員が申請
内 容 を 審 査 し、
交付・不交付を
決定（委託不可）。

④交付決定

市　役　所

交付決定後、住民票を出張所のプリ
ンターからネットワーク経由で印刷。

出　張　所
（公民館等）
※公務員不在

経
営
の
両
輪
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
と
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②案内表示を

見て進もう。

③傍聴者入口

から入ろう。

①受付で住所と名前を記入し

て傍聴用資料を受け取ろう。④傍聴席に座って傍聴しよう。

第
4
期
発
進
！

市
議
会
議
員
っ
て

 

ど  

ん  

な  

人  

？

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

初  

　 

議
　   

会

 

12
月
定
例
会

審   

議   

結   

果

一   

般   

質   

問

一   
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政
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せ

2 月 24 日

から定例会が

はじまります。

ぜひお越しく

ださい。

市議会の傍聴に
行ってみよう！

２. 飲食 １. 携帯電話３. 撮影・録音６.帽子着用 ４. 発言５. 拍手 ６
傍聴の
６つの
お約束藤原一明さん

（柏原地域）

議員席も傍聴席も老若男女、

これからの時代に一番大切であろう開

かれた雰囲気の議会でした。だれでも

身近に感じる議案に活発な質疑応答が

交わされ、一市民として自分が誇れる

「丹波市づくり」に参加したいと

思いました。

加藤かおりさん

（青垣地域）

順番か知れないが、

一部の議員の発言だけで不思

議な議会だと感じる。もっと

意見を提起して市民の代表と

しての活動を期待したいも

のである。

傍聴してきました！

３市役所　 　階
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■市議会からのお知らせ

月定例会は２月 24 日開会です
日 曜日 内　　　　容 開会時間

2/24 金 本会議（議案提案） 9：30

3/3 金 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

3/6 月 予算特別委員会、総務常任委員会 9：30

3/7 火 予算特別委員会、民生常任委員会 9：30

3/8 水 予算特別委員会、産業建設常任委員会 9：30

3/9 木 予算特別委員会（総括） 9：30

3/13 月 本会議（新年度予算を除く議案採決） 9：30

3/14 火 本会議（一般質問） 9：00

3/15 水 本会議（一般質問） 9：00

3/16 木 本会議（一般質問） 9：00

3/17 金 予算特別委員会（民生分科会） 9：30

3/21 火 予算特別委員会（総務分科会） 9：30

3/22 水 予算特別委員会（産業建設分科会）9：30

3/23 木 予算特別委員会（総括） 13：30

3/27 月 本会議（新年度予算採決） 9：30

＊上記の日程は変更になる場合があります。最新の情報
はホームページなどでご確認ください。

政務活動費の使い道は？
政務活動費は、先進地視察や研修会などへの参加費、

交通費、宿泊費、資料代、調査研究のための資料（書

籍）の購入費、広報紙などの印刷費や新聞折込料、

送料、その他事務用消耗品、郵券料などに使われて

います（宿泊費は素泊り分のみ / 上限あり）。

政務活動費って
何に使っているのかな？

会派名・所属議員 人数 交付額 支出合計 返還額

日本共産党議員団 2 180,000 339,955 0

西本　嘉宏
西脇　秀隆

＊ 7 月 30 日～ 31 日　第 58 回自治体学校 in 神戸

　「日本型人口減少社会と地域の再生」

■会報発行費 99,360 円　　　
■調査研究費（市民アンケート）214,920 円

新　生　会 2 120,000 125,392 0

荻野　拓司
横田　　親

＊８月８日～ 10 日　視察

　うなぎの寝床他　商工観光事業

　糸島市　福岡移住計画

　国際協力機構　国際交流事業

＊ 10 月７日～８日　第 22 回全国報徳サミット南相馬市大会

新　風　会 3 270,000 203,216 66,784

太田喜一郎
足立　克己
太田　一誠

＊６月 28 日～ 30 日

　北海道栗山町　エゾシカ食肉加工施設

　北海道ニセコ町　観光振興

　苫小牧法務合同庁舎　現地調査

　国道交通省北海道開発局　ＰＦＩ事業による庁舎整備

　北海道滝川市　菜の花によるまちづくり

公　明　党 2 180,000 56,720 123,280

藤原　　悟
田坂　幸恵

＊７月 14 日～ 15 日

　地方議会総合研究所　子育て支援・福祉介護集中講座 in 博多

　福岡市男女共同参画センター「アミカス」

　男女共同参画実現に向けた取組み

会派名・所属議員 人数 交付額 支出合計 返還額

市民クラブ 2 180,000 67,739 112,261

山本　忠利
土田　信憲

＊６月 28 日～ 30 日

　北海道栗山町　エゾシカ食肉加工施設

　北海道ニセコ町　観光振興

　苫小牧法務合同庁舎　現地調査

　国道交通省北海道開発局　ＰＦＩ事業による庁舎整備

　北海道滝川市　菜の花によるまちづくり

丹政クラブ 2 180,000 137,277 42,723

岸田　　昇
木戸せつみ

＊６月１日

　株式会社ＦＭあやべ　「ＦＭいかる」の取組み

＊６月 28 日～ 30 日

　北海道栗山町　エゾシカ食肉加工施設

　北海道ニセコ町　観光振興

　苫小牧法務合同庁舎　現地調査

　国道交通省北海道開発局　ＰＦＩ事業による庁舎整備

　北海道滝川市　菜の花によるまちづくり

丹民クラブ 2 180,000 126,200 53,800
前川　豊市
平井　孝彦 ■会報発行費

みどり・自由クラブ 2 120,000 0 120,000
林　　時彦
臼井八洲郎

丹の会 2 180,000 135,477 44,523

坂谷　高義
垣内　廣明

＊６月 28 日～ 30 日

　北海道栗山町　エゾシカ食肉加工施設

　北海道ニセコ町　観光振興

　苫小牧法務合同庁舎　現地調査

　国道交通省北海道開発局　ＰＦＩ事業による庁舎整備

　北海道滝川市　菜の花によるまちづくり

無所属（議長） 1 90,000 0 90,000
奥村　正行

（単位：円）
対象：第 3 期議員分
期間：平成 28 年４月～ 12 月

情報を共有し 
学びあい進化する市議会

■議会をもっと身近に！

会議録が検索できる

市議会のホームページか

ら会議録検索システムに

入って、過去の会議録を

見ることができます。

ネット中継でわかる

本会議及び委員会の様子

をライブ配信（本会議は

録画配信も）しています。

パソコンやスマートフォ

ン、タブレットでご覧に

なれます。

議会に参加できる

議会に対して要望や陳

情・請願などを提出する

ことができます。議会で

可決されれば、国などに

対し議長名で意見書を提

出することもできます。

本会議や委員会

の開催日、ネット中

継、過去の会議録な

ど、ホームページ

で Check しよう！

丹波市議会 検索

３
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丹
波
市
議
会
で
は
、
毎
年
全
国

各
地
の
市
議
会
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
視
察
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
約
２
年
前
に
導
入
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
含
む
議
会
改
革

は
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
の
定
住
促
進
事
業
や
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
認
定
こ

ど
も
園
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
も

視
察
希
望
の
多
い
事
項
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
丹
波
市
の
取
組
状

況
を
お
伝
え
す
る
だ
け
で
な
く
、

情
報
交
換
を
行
う
中
で
学
ん
だ
他

市
の
良
い
事
例
や
工
夫
さ
れ
て
い

る
点
な
ど
を
、
日
ご
ろ
の
議
会
運

営
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
視
察
を
通
し
て

互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
学
び
あ

い
、
進
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
負
託
に
十
分
こ
た
え

ら
れ
る
市
議
会
を
め
ざ
し
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊視察 Best ３＊
１．議会改革
　　（タブレット端末の導入含む）

２．空き家対策
　　議会だより
　　デマンド型乗合タクシー

受入件数：H28 年度 19 件（２月 20 日現在）

　　　　　H27 年度 31 件

鹿児島・熊本・岐阜・茨城…全国各地から視察を受け入れています

鹿児島県姶
あ い ら

良市「広報広聴特別委員会」による視察

市民のみなさんの関心が高い「政務活動費」。丹波市

では、議員一人あたり年間 12 万円が交付され、視察

や研修会への参加、会報発行費などに使っています。

今回は、

第 3 期議員の

政務活動費の

報告です。

※全国市議会議長会調査結果（平成 27 年 12 月 31 日現在）

対象：丹波市と同じ人口 5 ～ 10 万人の市（264 団体）

■政務活動費の交付額（月額）

３～ 5 万円
28 市（10.6%）

交付なし 24 市
（9.1%）

1 万円未満
13 市

（4.9%）5 ～ 20 万円
10 市（3.8%）

１～２万円
113 市

（42.8%）２～ 3 万円
　76 市
　（28.8％）

Shigikai Information

Shigikai Information
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